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技術の特徴

◎分子中に三員環エーテルを含むオキシランに作用してジオール化を触媒する酵素がエポキシド水解酵
素である。
◎この可溶性エポキシド水解酵素の基質特異性は広く、外来性で反応性が高く発癌性を持つエポキシ化
合物や、生体内で不飽和脂肪酸のエポキシ化により生じた安定なC18オキシランなども水解し、ジオール
化合物を生産する。前者への作用により、この酵素は一般に解毒酵素として生体防御機構の一翼を担う
と考えられている。
◎生体内での当該酵素の量は極めて少ない。

実用化の
目標

◎オキシランおよび、そのジオール体は、合成高分子、印刷、化粧品および航空機器用グリースなど多方
面で用いられている重要な工業原料の１つである。しかしながら、アルケンを過酸化水素などで処理して
オキシランを合成するにしても、オキシランをギ酸存在下で水解してジオールにするにしても反応操作後
の処理を含めると強酸・強塩基化合物を多用することになるため、環境保全関係の施設とその運用費用
がかさむことになる。又、化学的処理によるジオール化の場合、かなりの重合体が副次的に形成されるた
めに、目的とする単量体の収率の低下は避けられない。一方、化学的に過酸して合成したオキシランは、
R-およびS-の鏡像異性体（エナンチオマー）が50%づつ混合した状態で存在する。このため、１つのエナ
ンチオマーのみをジオール化して、次の化学合成ステップに進むような、いわゆる製薬分野を含むFine 
Chemical Industryでは不斉率の高い効率的触媒の探索並びに開発を行うことがキーポイントとなる。

技術の背景
◎ダイズエポキシド水解酵素は、生体内含有量が少ないため、そのcDNAを用いて大腸菌での大量生
産（～30mg/l培地）および精製方法を提供する。
◎環境に優しく、エネルギー効率的にも優れた酵素機能を利用してオキシランをジオールにする工業レ
ベルでの変換技術の確立が期待されている。
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